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ルブアルハ

リ砂漠

横断記

サウジアラビア王国に地質調査所より地下資源調査

団か派遣されてから12年を数える.その間地質ニュ

ｰスにも15回にわたって報告されており何を今さらと

の感もあろうが砂砂漠(スナサバク)での調査の記録

は今回述べる｢ルブアルハリ砂漠｣が最初なのである.

中東もしくはアラビアの名をきかされたほとんどの

日本人が連想するであろう石油とラクダ等は想像のと

おりであるが多分ロマンティックに脳裏に描かれる

ところのオアシス美しい砂丘の連なりなどは残念

たカミらだカ･祖カ･お目にカ･カ･れたv､.

サウジアラビア215万平方軒目本の6倍の国土は

不毛の地に覆われているが大部分は岩石砂漠または

土漢とでも言うべき砂漠であって砂丘(Sanddunes)

の連なる砂漠はネフュｰドダハｰナノレブアルハリ

の3つに過ぎず総面積の4分の1を占めるのみである.

世界最大の砂漠として知られているサハラも900万平方

粁のうち砂の砂漠は10分の190万平方粁にすぎ狂い

ことを見てもいわゆる砂漠に対する日本人の誤まった

イメｰジがわかろうと言うもの.サウジアラビア王国

の地下資源はほとんど先カンブリア系のアラビア

桑形久夫

ヌビア楯状地に集中しておりわが調査団の調査旅行も

楯状地に限られていたため昭和38年の第1次調査団よ

り参加している筆者も昭和47年石油鉱物資源省写真測

量局に出向してルブアノレハリ砂漠ハイウェイ調査プロ

ジェクトに参加するまではまったく“砂漠"に鳥目に

かかる機会はなかった.このプロジェクトのマネｰジ

ャｰに任命されてからは3回にわたって四季あわせ

て9ヵ月間をまだ十指に満たぬ外国人に征服されたのみ

の秘境“ノレブアルハリ"を横断しその間に砂漠の美し

さと恐怖を心ゆくまで体験させられその魅力にとりつ

かれた一人と校りかつ日本人として初めてであるこ

とはもちろんフィルビｰ(A.P亘ILBY)セシガ_一(W-

下肥sI鯛R)などルブアノレハリに挑んだ世界的探検家た

ちも未踏のルｰトに450たmのトラバｰ･スラインを設け

るというきわめてスケｰルの大きい仕事を50人のア

ラビア人とともに50度の高温に耐え連日の砂嵐を忍

び砂とのギリギリの対決のすえ3年目についに写真

測量局初の大プロジェクトとして完成させたことはア

ラｰ一の加護と全員の不屈のねぱりの賜であろう.この

調査はいつも生命の危険ドライアップと背中合せの

仕事であり完成したのちの感動もひとしおであった.
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(I)砂漠とは

日本と砂漠は自然地理上からは全く無縁の関係にあ

るためこれに関係する文献もしくは研究者をみつける

ことは難しい.東京大学の小堀教授のごとく砂漠に

魅せられとりっかれた方は例外というべき人で筆者

も智識経験の欠除からいくたびも危機に瀕したが

土着のベドウィン以外はアラビア人ですら真の砂の恐

怖はほとんど知られていないことがわかった.

現在海洋資源の開発がフットライトをあびもては

やされているが一'方ほとんど未開発の乾燥地全陸地

の14%を占める2,030万上m2の砂漢人類に残された最

後の陸地としての開発はわれわれ日本人たちにとって

も無関係に放置しておくことが許されない現状に到達し

ているのではなかろうか.

1)砂漠の分布と成因

第1図にみるように一見不規則に分布している世界

各地の砂漠もある一定の条件のもとにある.言いか

えれば条件の必然の結果として砂漠が生じたのである.

おのおのは北｡南半球とも10度から45度以内の地帯

に存在しどの地域でも乾燥と高温が共通の特徴である.

降雨量より蒸発量の方がまされば必然的に土地は荒地

化してゆくが必ずしも砂漠になるとは限らない.シ

ベリアの一部では豊富な水分はすべて氷と化して土壌

を潤おさないので乾燥地ができるが低温度のため砂漠

とはならない.

砂漠は何時できたのであろうか.化石の示すところ

によれば二畳紀に砂漠が存在したとされているが現

在の砂漠は地層中の化石より200万年～100万年前から

平均気汎
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形成されたとするのが定説となっている.

第1図の砂漠分布図からも明らかのように寒流が大

きな関係をもっている.②③⑨⑩の砂漠は寒流が大

陸沿いに流れる所に存在している.寒流のうえを吹く

風は冷い潮の流れにその水分を奪われ乾ききった風

となって内陸に吹きこむために砂漠化が促進された.

①⑥⑦は地球をとり巻く高気圧団の影響で乾燥地化

し④⑤⑧は内陸深く風が吹きこむうちに途中の山

脈で水分を失い乾燥した風の吹きわたる内陸型珍漢を

形成している.

乾燥とともに高温が砂漠化の大きな要因であるが

湿度のほとんど注い乾燥地帯は太陽の直射光線をさえ

ぎるフィルタｰす校わち水分カミないため想像以上の

高温となり夏季には50.C冬季でも30.Cを越す気

温は稀でなくさらに地表はそれより20.C以上熱せ

られている.夜間は同様に水分による熱の保持がな

いため90%以上の熱が逃げ去り昼夜の寒暖の差は

30.C以上を示しますます岩石の風化が促進される.

2)ルブアルハリ砂漠

いよいよ本題のルブアノレハリ砂漠の紹介に入りたい

がまずルブアルハリとはアラビア語のEmptygu･

arterすなわち｢何もない空白の地帯｣の意味でその

名の示すごとくいかなる荒野も踏破するベドウィンも

このノレブアノレハリにだけは入りかね空白の名がつけら

れたのであろう.ベドウィンとは荒野の民一バタウ

ィｰの複数ベドウがなまってベドウィンと呼ばれ5～

8人構成の一家族は平均ラクダ4頭ロバ3頭羊150

頭をもち1ヵ所に約1ヵ月滞在して家畜を養い次の

草を追って移動して行く遊牧民で

その足跡いたらざるは溶くわれわ

れが地下資源調査を行なっていた楯

状地地帯では何処ともなく現われ
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ガイド人夫としてはもっとも有能

な人々である.

アフリカ大陸の北部を東西に

5,000長mにわたり大陸の1/3を占

る｢サハラ｣は砂漠としてもっとも

有名であるが古くBC6世紀ごろ

から人が住み始め現在は350万人

にも達し過去多くの探険隊の調査

とまた近代に放ってからは石油

の開発によりその神秘性は薄らぎ

っっある.一一方｢ルブアノレハリ｣

は一般への知名度は低いが砂漠の

主ベドウィンすら寄せつけぬ地球

第2図平均気11混と平均湿度�



一30一

上の数少い秘境としてその姿はべ一一ルの奥深くつつま

れていた.近年石油探査が｢ガワｰル油目ヨ｣より南

下しルブアルハリ北東部もアラムコの調査隊により次

第にその姿をあらわし()つあり調査結果からはEmpty

gua工ter変じてRichestguarterに変貌(ぼう)しよ

うとしているあるいは地球上最後の陸上油田として

脚光を浴びる目もそう遠くはないかも知れない.

(a)地形

この砂漠のできた時期もサノ･ラと同じ四紀以降であ

ろう.ただし同じアラビア砂漠のネフｰドタｰナ砂

漠とは構成する砂が少々異なるがシリアイラクの

風化された砂が卓越風の方向沿いにネフｰドタｰナ

とたまりルブアルハリが最後のふきだまりとなったと

推定されている.3つの砂漠とも砂そのものはほと

んど球状に近く風によって磨きあげられた石英が主であ

るがネフｰドタｰナの砂は表面に()いた酸化鉄に

より色が赤くルブアルハリは灰色であり各珍漢と

も近隣の風化した岩石かか柾ゆ供給されていること

を物語っている.またネフｰドタｰナの両砂漠は砂

の量カミ少いと言われており筆者はタｰナしか訪れてい

たいのでネフｰドに()いては文献によるが砂丘の核

には岩石の山があって砂に覆われている.言いかえ

れば岩石砂漠に砂がのっている状態が多いし砂丘そ

のものの規模も高さ100mを越すものはきわめて稀で

形態的にもバルハン型砂丘が主体となっている.

ルブアノレハリでは縦長型の比高100m以上の砂の山

脈が北東一一南西の方向に平行して続き道路調査班の

試掘においても100mの深度でまだ基盤に達せずと報

告されその砂の量は他の二者に比してはるかに多い

ことが推察されよう.特徴的地形は谷の部分にあた

る低地(現地ではシエツガと呼ばれる)と大砂丘の整

然たる並列である.シエツガは雨水の侵蝕により形成

されたものでなく風によりまったく平坦にならされ

砂も固く締っている低地帯を言い自動車の交通は自由

に行校われる.

丘陵部は風上に緩く風下に急傾斜の地形を呈し

交通はきわめて困難である.

この砂丘は強風により刻々とその山容を変えて行く

が海の波浪のようにうねりたがら平坦地を浸して

山そのものカミ前進もしくは後退するという移動にはなら

ず丘陵部内での移動にとどまり平坦部は数十年以上

もその姿を変えずにいる.この事実はシエツガに僅

かではあるが樹齢50年を越える木が存在していること

により証明される.シエツガは岩石珍漢のワジ

(洞谷)とは異なり風により形成されたものであるた

め上流と下流(水が流れないのにこの表現は少々おか

しいが)の区別が存在し粗い.岩石砂漠のワジでは

下流側は必ず下り勾配が続いているがシエツガにおい

ては下り傾斜が何時の間に登りに変わり一一つのシエ

ツガは大き租窪地の縦列と考えればよい.

砂丘部の緩傾斜側は風圧により砂も比較的固く

通行も可能である.風下側は一一種の雪庇状に急角度

の崖と校ゆ非常にルｰ･ズ狂砂のためほとんど通行は不

可能となる.いわゆる9uic友Sandといわれる底恋

し沼のような流砂に()いては一一映画アラビアのロレンス

でも恐怖の1場面を展開している一一実際には幻のもの

もしくは伝説上のものと思われ砂漠の主ベドウィンも

その存在を知ら粗いが1843年VOnWREDEはノレブア

ルハリ南部で遭遇したことを報告している.今回の探

険行には幸か不幸かついにその流砂には会うことができ

なかった.流砂はともかく砂漠横断中に恐ろしいの

はすり鉢状凹地である.丁度蟻地獄を大きくしたよ

うな径50～100m深さ10～20mの凹地で車がこれに

落ちこむと自力で這い出る手段がなく他車にロｰプ

第3図NASAアｰツ衛星からみたルブアルノ･リ砂漠

筋に見えるのが砂丘

第4図3,000m上空より見た砂の波シャロｰラ付近.右上に凹地(蟻

地獄)カ視える�
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で引き揚げてもらうしかない.第三キャンプ地近くの

蟻地獄に水タンク車がおちこみ他の一'台はエンジン故'

障で水の補給が途絶乏キャンプの飲み水の残量がポ

リタンｰ杯20並を余すのみとなり調査開始以来最大

の危機を迎えたことがあり辛うじてサウジ空軍のヘリ

コプタｰの空輸によって難局を切りぬけられた.

第5図

A11actagaSibiricaトビ

ネズミガンガｰルのミ

ニアチュア

(b)植生

当然のことなカミらほとんど植生をみることはないが

貧弱恋多年草(もしくは木の分類に入るのかも知れない)

の叢(くさむら)が何時降るともわからぬ雨を待ち

続けている.砂漠の代表的植物と考えられるサボテン

は此処アラビア砂漠には全く見うけられず一部地方

で食用とする実をとるため栽培されているのみである.

この焦げた不毛の砂丘も稀に降る雨の後は一夜に

して緑のじゅうたんに覆われることがある.

数ヵ月も数年もひたすら雨を求めて熱砂に耐えて

きた草の種子が一斉に発芽したためでありこれらの

草の成長はまさに環境への適応の典型である.降雨

は普通20～30m㎝の雨量で強い夕立ち型をとり砂

にしみこんでもその湿り気は2週間位いしか保持され

ない.したがってその間に生長し花を咲き実を結

んで子孫を浅さねばならないため成長は驚くべき速さ

をもって行なわれる.発芽後3週間も経つとすでに

実を結んだ草はその一一生を終え種子は灼けっく砂の

中で次の雨を辛抱強く待ち続けるのである.植物の

地上の成長もさることながら地下の根も日本の雑草

のはり方とは根本的にちがっている.地下深く水分を

吸いあげるため地表付近のひげ根はあまり発達せず直

根のみが異常に長く延び桂けれぱならない.一度試み

に草丈10cmほどの小さ校章の根を掘ってみた所地

下70cmにいたるもまだ直根が続き遂に先が切れて全

体の長さがわからずに終ってしまった.

(6)生物

動物は狐トビネズミ鹿などの哺乳類蛇トカ

ゲのは虫類種々の小鳥蜴(さそり)くもスカラ

ベ等の昆虫と少なからぬ生物が生息しているが昼間

の熱砂の時は砂漠は死に支配され動くものは見うけ

られない.日没後はまさに｢砂漠は生きている｣こと

を立証するかのようにこれらの動物昆虫の世界とな

る.まったく水気のない砂漠でこれらの生物はどう

やって水分を得るのであろうか.その秘密は乾燥地帯

の生活に適応した生理構造と食事にある.無機物の砂

と太陽エネルギｰ一と水から植物は有機物を作りあげ

その植物および種子を昆虫鹿トビネズミが食べ昆

虫は小鳥の餌と汝りトビネズミは狐は虫類の食物と

なることでおのおの種族を維持して行く.昆虫は植

物より小鳥は昆虫より水分を摂取し雑草の種子を常

食とするトビネズミは一生一滴の水も飲ま扱いにも拘

らず体は65%の水分で構成されているため砂漠の全

肉食動物からねらわれている.

ここで砂漠の舟ラクダについて語らねば校るまい.

野性のものは居たい偶蹄類ラクダ科に属するアラビアの

1こぶラクダは砂漠への適応の見本を示してくれる.

すなわち座布団のように厚く柔らかなかかとは砂に

もぐることがなく動物の中でもっとも長いマツ毛と

自由に開閉できる鼻孔とは砂嵐の際砂の侵入を防ぎ汗

腺のない代りに体温を5度前後調節できるという生理

構造のほかに最大の特徴は長期の飢え渇きに耐えう

ることであろう.日本ではラクダのこぶは水に満た

され道に迷ったキャラバンの最後の手段はラクダを

殺してコブの水を飲むという俗説ガ…流布されているが

ラクダのコブは氷ならぬ脂肪のタンクで重さ10kg

ほどの脂肪が分解されるときに水素を生じ呼吸により

体内に入った酸素と結合して水を作り出すとという

すぱらしいラボラトリイをもっている.この意味で言

あた

えばコブは水タンクという珍説もあながち申らずと

いえど遠からずかも知れない.しかしラクダも水が

なければ生きて行けないので冬季は10目夏季は3目

に一ぺんは水飲み場に連れて行かねぱ匁らたい.その

際飲みだめをするため一･気に50～100並の水を吸いあげ

るように飲み干してしまう.また生理的構造も厳

密粧水収支を管理するのにふさわしく汗腺はなく糞

は全く水気のないからからの径5cmの玉となって排

泄され尿もごく少量と体より失なわれる水分を最少

限におさえる様にできている.

(a)気候

北緯15｡から22｡にまたがるノレブアルハリは他の北半球

の地域と同様に12月～2月が冬6月～9月が夏の季

にあたるが明確な四季はなく10月～3月の低温期と

4月～9月の高温期の二つに分けることカミできる.こ

の砂漠は500～1,500mの高度に位置し冬季といえど

気温が零下に下ることはない.年間50mm以下の雨も�
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ルブアルハリ砂漠
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第6図

低温期に訪れ一時は草花の咲き乱れる｢エデンの園｣

に化すこともまれではない.高温期の砂漠は凄じい

灼熱地獄と化す.連日朝9時から午後4時までほと

んど例外なしに猛烈な砂嵐が吹きすさびさすカミのラク

ダさえも目中は砂にうずくまり逼塞(へいそく)して

いる他はない.夜間といえど30.Cを下ることは少

なく生物生存の極限を越えた死の世界に約6ヵ月間

砂漠は占領されてしまう.

(e)探検史

この打ち棄てられた｢虚無の世界｣も世界の探険家

たちにはその血をわかす恰好の場所であった.1840

年代VOnW蝸㎜はルブアノレハリで流砂を発見し

た最初めヨｰ一ロッパ人として知られているが内部深

くには到達するに到らなかった.地質ニュｰ･ス165号

に｢Ubar幻の都広大な城廓の中に大理石で造られ

数知れぬ財宝の山とルビｰをちりばめた銀の砦をもつ

都があった.いまはルブアルノ'･リの砂に埋れ誰もそ

の存在をつきとめた者は居ない｣と鉱床部小村氏に紹介

されているがそのUbarを発見せんと最初に砂漠横

断を試みたのが英人B.丁亘㎝Asである.彼は英国

保護領マスカット(現オｰマン)の高官として赴任する

や慎重な準備のすえ1930年11月アラビア海岸サラｰ

ラより北上を開始シスルマムライブラヒムのオア

シスを経てカタｰ一ルの首都ドｰハに着いたのは翠年の

2月1,240たmを4ヵ月間ラクダの背で走破したので

ある.しかしUbarは依然として幻の都であった.

翌年1932年1月サウジアラビアの初代王イブンサ

ウドの顧問であり回教徒となってアブダラという宗教

名をもつ英人人P珂ILBYがトｰ一マスと反対方向のハ

サ(現アラムコの大浦岡地帯)の中心地ホフｰフを出発

マカイナマビル(井戸)フアデイヒルを経てイブラ

ヒムのオアシスでトｰマスの経路とぶつかりほぼト

ｰ一マスの辿った道を逆に南下しマムラに到着した.

そこでベドウィンよりUbarの都の醸をきいたフイノレ

ビｰは酉へ220kmルブアルハリの心臓部にわけ入った

が遂に目的を果さず空しくナイフアオアシスに戻り'

水を補給したのち進路を西にとってスレイエルの町

に到着した.そこからは草も水も不自由のない地帯に

入り首都リヤドまでは540kmの行程であった.フ

イルビｰは1948年再度スライエルに来り100km南の

ガｰリヤ(小部落)の遺跡を発掘さらに230km南のイ

エメン国境の要衝ナジェランに至り聖書コｰ･ランに

も記された伝説の都｢スラｰパオホトウド｣を4年が

かりで発掘考古学史上に不滅の名を残している.

3度目に登場するのはその著書Arab三anSandsで

有名な20世紀最大の探険家の一人と言われる英人W.

下肥sI鯛Rである.彼は1930年代より対岸のアフリ

カ大陸ヌビア砂漠の探険を試み1946年ルブアルハリ

探険を志ざしてアラビア半島に渡ったが当時オｰマン

との国境紛争のあった砂漠に入ることをサウジアラビア

側は許さず止むを得ずにオｰマンハダラムｰト(現

前イエメン)付近よりルブアルハリ南部の国境辺を探

険していた.翌47年許可がでるや]南イエメンの港町

ムカラを12月に出発ハダラムｰト山脈を越えトｰマ

スフイルビｰの到達し得なかった西側砂漠を横断ス

レイェルを経由してふたたびルアブルハリに入り北端

をかすめて半島東端のドバイ(現アラブ首長国連邦)

に到着した.その後東部ルブアルハリを横断するこ

と3度超人的なその行動は不世出の砂漠探険隊とし

ての名を確定させたのである.ツェシガｰはルブア

/レハリを去った後もダクラマカンゴビの砂漠を探険

し砂漠の魅力にとりつかれての一一生を終えたのである.

1936年ダバランに発見された石油はアラムコの開

発によりその規模を拡大しいまや世界最大の油田ガワ

ｰルの名は石油危機以後ますます重さを増している.

そのガワｰ一ル油田の延長を探るべくアラムコの調査隊

はノレブアルハリ東部地区に深く侵入し主として重力

調査による構造解析に務めている.トｰ･マスフイル

ビｰチエシガｰの諸探険家はラクダと少量の食料で

何時果てるともない砂の地獄を踏破したのと異なりア

ラムコ班はジｰプヘリコプタｰ一無線と近代のあら

ゆる機器を駆使しての踏査はまさに隔世の感がある.

最後にいよいよ筆者の審となったが1972年12月石

油鉱物資源省鉱物資源局に勤務する筆者に次官DL

KABBANIより緊急にリヤドに在る同省の写真測量局へ�
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の出張を命じられた.日本の国土地理院にあたる写真

測量局は国内の測地基準点空中写真地図作成出

版のすべてを司っているが実作業はほとんど外注(言

葉どおり外国に注文)されていた.筆者も空中写真図

化のため1966年より年数回は同局に出張しており

局長始め技術者とはかねて顔みしりの仲であった.

リヤドの写真測量局長よりの依頼は｢今回ルブアルハリ

砂漠に計画のハイウェイ450長mの路線選定測量作図

を国策上外注できないので当局のスタッフで行校う

ことになった.貴官をプロジェクトマネｰジャｰに任

命するので直ちに準備するよう.当局始まって以来

の大プロジェクト校のであらゆる人員器材予算は

随意に使ってよろしい｣寝耳に水の命令に筆者は動

転してしまった.在ア6年楯状地の岩石砂漠しか見

たこともたいのにどうやって計画を立てよう.砂の中

を車は走れるのか?砂嵐は?水と食料の補給は?第

一肝心のアラビア人の技術は?東京一一米原の距離にあ

たる450たmの測量そんなグロｰバルな仕事カミ砂の海

の中で果して可能か?etC.しかし矢はすでに弦を

放たれているのであり蓬(しゅん)巡は徒らに調査可

能シｰズンを短縮するのみ.直ちに関係者と協議に入

った.肝心のアラビア人でさえほとんど砂漠の知識

経験カミないではないか.さもあろうEmptyguarter

に用があろうはずはない.与えられた唯一のデｰタ8

万分の1の空中写真をもとに試行錯誤の2ヵ月後とに

かく準備はできあがった.4.0001の水タンク車2台を

初め12台の車!0人のサウジ技師4人の事務官を含

めて総勢40名の大部隊がリヤドを出発したのは!973年3

月28目であった.

道路の起点ナジェランまで900たm5日間の旅である.

イエメン国境に接するアシｰ一ノレ地方の大都市(といって

も人口3万の町)ナジェランで最後の準備がととのえら

れた.一･番重要なのは旅の成否の鍵をにぎるガイド

の選定である.我々の目的地はM10マingSandarea

(動く砂漠)を300k皿越したオアシスシャロｰラであ

り前出の探険家たちもアラムコの調査隊も未踏の

空白の｢空白地帯｣である.ナジェランを故郷とする

ヤｰミ族よりガイド人夫を十数名雇いいれいよいよ

虚無の地域への挑戦.従来の探険家はただ砂漠を通

り越せぱよかったのだが我々の隊は約2,000点の基

準点と450k伽の地形図を作りあげねぱならないのだ.

極地式登山の方式と同様第1べ一スキャンプよりサプ

キャンプスキップして第2べ一スキャンプ第3べ一

スキャンプを経てついに目的地シャロｰラに到着した

のが6月末4ヵ月余の毎日の調査の往復をいれれば

8,000km砂漠を走破したことになる.そのうえ人身

事故泣し.喜びに包まれシャロｰラより400kmの砂

漠を踏破し5目目にナシエラン10目目にリヤドに到

着した.その後1973年10月～12月74年3月～5兄

と3たびルブアノレハリに挑みこの大プロジェクトは完

成された.因みに地形図は空中写真図化により75

年4月に完成道路は75年10月より着工5年計画で開

通の予定である.

(皿)砂との戦い

1973年3月28日出発

2ヵ月間かかった準備もようやく整いいよいよ出発

である.1月に命令をうけてより総意を集めて組ん

ルｰトはフイルビｰの道をスレイエルに至り計画

第7図ナシエラン近郊スラノ'オホドｰドの遺跡BC1000年1950年にAP亘IL酊

により発掘生き恋カミら焼かれて埋められた3万人(コｰランによる)の人

骨が散乱している

日

�

ρスレイェル

.)レフ1てルハ1秒ポ

1紀

ン

第8図筆者のサバク踏査ノレｰト�
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だ編成は自動車12台内訳は作業用トヨタジｰプ5台

中型トラック5台大型トラック2台本タンク車2合

ガソリン車1台(各4,000皿).砂の海を渡る特別装備

はサンドタイヤ40皿鉄製タンク2コを1つを水他

方をガソリンの予備タンクとして後部座席の下にルｰ

フキャリアスタック(砂に埋ること)救出用の穴あき

鉄板2枚を各自動車に外部との連絡用出力30Wの短

波無線器1台がすべてである.キャンプ用品は普通の

装備で揃えられた.食料としての羊30頭もわれわれの

仲間であり2目に1頭づつでも2ヵ月は補給がいら

ないし第1生きたのを連れて歩げば冷蔵庫の心配が

いらず常に新鮮な肉が供給されるし日増しに成長し

て質量も増すという一石二鳥の栄養源である.4カ

月の予定の長期出張の名残りを家族と充分惜しんでき

たにちがいない40人のアラブを眺めとにかく全員無

事に帰還させねぱの悲壮感がややともすると顔に出る

のか同行の副隊長のアブダツラは｢AbuKazu我

々の祖先は砂から生れ砂に死んだベドウィンばかりだ.

すべてうまく行くよ.インシュアラ](神の御意によ

る)｣としきりに気分をほごしてくれる.アラブはごく

親しくなると名を呼ぶ代りに息子の名にAbu(父

親)をつけて呼ぶ習慣がある.筆者の愚息はカズヒロ

というのでカスのお父っさんアボカズと抵る.

故ファイザノレ王もアボアブダツラと呼ばれていた.

閑話休題.アボカズ他40名は赤く焼けた日没の雲を

背に一路最初の目的地ナシエランに出発したのである､

4月2日ナシエラン

3月28目リヤドを出発してより3目目スレイエノレに

到着.ここで岩石砂漠は終りついにわがキャラバン

は砂の海に突入開始.運転手は一勢にタイヤの空気を

ぬき始めた.タイヤをパンクにしたい最少限の圧にし

て砂との接地面積を拡げスタック防止のためである.

此処よりナジェランまでは350km一秒は重いが全く平

坦な砂漢だ.砂の上を走るのは丁度水上スキｰと同

じ要領で砂の表面張力を利用し一気に走りぬけるの

がコツである.止まったら最後ズブズブともぐり

脱出には一時間は必要となる.天幕器材を山の如く

積んだ大型トラックは20トン以上の荷重となりあえ

ぎながらも懸命に走っている.同僚がスタックしても

その場に車に止めての救援は禁物である.ミイラ取り

がミイラになってしまうからで砂の固い所までとに角

走り歩いて引き返し車を押し出さねばならない･

そのうち大型トラックがパンクをした.空気圧を下

げかつ強引に砂をかきわけて進むための熱と振動で

パンクしたのだ.直ちに補助タイヤにつけ替えて100

mも走るうちに又パンクである.今度はスペアが校

いのでその場でパ'シク直しをして走る.またパンク.

この時一時間で実に12回パンクをした.終目の走行

距離60km.何時ナジェランに着けるのか皆も暗然

たる顔.アブダッラが突然唄い出した.そうだわ

れわれはベドウィンの末えいだ砂に生き砂に死んだ

先祖の血がふるさとの砂漠にきて活々と脈うたねぱ.

また元気をとりもどした一同はパンク直し車の掘り

おこしと果しなき砂との斗いに戻る.3日間の砂との

格闘のすえついにナジェランに到着した.久しぶり

に見る町並み電灯ス｣ク(市場)まず顔を洗って

砂をおとさねば.5日ぶりにひげを剃りナジェラン

地方知事スディエリｰ閣下に挨拶に伺う･サウジア

ラビアでは知事は三権の長す桂わちその地方の

司法行政軍事の全権を握っている.スディエリｰ

家はサウド王家の外せきにあたり名門中の名門知事

第9図シエッガ(凹地)と砂丘一番右に見えるのはお茶をのん

でいる人のかたまりこのままここで野宿

第10図砂漠道路の砂防'cmdeoi1(石油)を帯状に道路に沿って

まき砂の浸入を防ぐ非常に効果的�
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は皇太子ファハド殿下国防大臣スルタンの一族に属す

る.住民は何かトラブルがあると直接知事に訴える

習慣があるので陳情者とライフルアラビア刀で武装

した護衛のベドウィンとで執務室はごったがえしてる.

われわれが知事に期待する最も大き溶要請はヘリコプ

タｰの参加とガイドのあっ旋である.ナジェランを

故郷とするヤ』ミ族より二人の素晴しい男が紹介された.

二人とも40歳は越しているが砂漠の主にふさわしい面

がまえと何よりもラクダおよびジ]プでシャロ]

ラまで5回往復しているという経験だ.その道のりが

正しかった証拠にこの二人は現に筆者の眼前に生きて

立っているではないか.予察時のヘリコプタ｣の参加

と二人のガイドを得われわれの調査に最初の明りか

ざし込んだ.さあスｰクで食料を仕入れよう.

第11図ルブアルハリ砂漠の玄関ナシエランの商店街目乾した

レンガにプレカンブリアンの片岩をはさみこみ泥で固めた建

築は他の地方と全く異存った町並を呈する

5月､2目通難

起点ナジェランより160良mシュッカウェイメノレの第

二キャンプに移動してから一週間たった.この場所は

最後のオアシス砂丘地帯の｢玄関口｣アルホバシより

100km恐怖の動く砂漠のr居間｣にあたる.

ナジェランより約50km続いた平坦な砂原はワジナジ

かん

エラン沿いにかたりの灌木を育てながら次第に波うつ砂

丘に変っていく.砂丘地帯に入る頃から灌木は全く

姿を消し何年前に枯れたのか丈の低い枯草が風にそ

よいでいる.100kmを過ぎる頃よりは枯草も消え失

せ波のうねりも次第にその高しを増し近づき難い大

砂丘に変ぼうして行くのである.起点ナジェラン空港

入口を0として800m毎に設けて行くトラバｰス点と

その両側に設置される両翼点の数はすでに500点を越

している.この基準点は全点設置後原油でマｰクさ

れ1/1万の空中写真撮影カミなされる予定になっている.

出発点にのみ国家基準点(三角点)がありあとは接

続すべき点がないので距離高さ角度の観測は絶対

に誤りを許されない.50止mおきの天体観測による誤

差の発見歪みの補正などアラブ技術者の訓練もかね

て次々と行なわれていく.全点の観測終了後デｰタ

処理はUniversa1TransYerseMercato1投影によって

行法われる予定なので各点の経緯度も計算処理に必要

となってくる.地球の湾曲補正投影補正は日本の

ベッセル原子(地球の長半径=6,377,739m短半径=6,35

6,078m)と異なり国際だ円体(長半径=6,378,388m

短半径二6,356,912王･)で処理されねばならないので手持

の数表は使えずUSGS経由でアメリカの表を取り寄

せてもらった.砂丘地内での基準点は砂嵐のあとは

全点埋没してしまうのではないか.誰も試みたことの

ない仕事はすべてコロンブスの卵であり試行錯誤の

連続となる.今まではすべては順調というのも平坦

な砂原豊寛な水新鮮な野菜果物に忘れていたので

能率があがらぬわけがない.そのうえ気温も最高4

第12図野宿の朝ルブアノレノ･リの主ヤｰミ族のベドウィンもっとも頼り

に拒る男達毛布とブリキのトランク1コこれが全財産だ

第13図ヤｰミ族のベドウィンの女皮袋に詰めたラクダの乳

をふってチｰズとヨｰグルトをとりわけている.こ

ういう写真はよほど親しくないと振らせ放い�



一36一

0.Cしか上ら削･絶好の気候であったから.

しかし5月に入るやそろそろジェマｰル(北のこ

と北風を言う)カミ吹き出した.ヤｰミ族はジェマ

ｰルはこれからだんだん強さを増し.月末には終目吹き

まくるのが常だという.この大砂丘地帯に入ってか

らはジｰプ1台に技術者2人人夫兼ガイド2人で

一つの作業班を編成し必ず同方向に2台以上を出すこ

と.出発前に行き先きを報告することの2点を義務づ

けた.砂嵐の時は30分前のわだち跡さえ定かでなく

砂丘の凹地に入ると眼前の天幕も見出すことが困難狂

地帯で車の事故に遭遇したら多分2目目には全員

ドライアップしてしまっているに違い削･.

先週の木曜だった.筆者はナシエランの知事に連絡

のためジｰプ1台にヤｰミ族のベドウィンを1人ア

ラブ2人を連れ早朝より出発した.150kmの遣のり

はジｰプで3時間半だ.翌金曜は休日でもあるし

多分ナシエランの茶店に泊りゆっくりシャワｰでも浴

びて帰ってくると言い残してきた.ジｰプは快調に走

り久しぶりに町に出る気分に全員浮き浮きした調子

で予定より早く十時には役所に到着した.知事と

の打合わせもすみ茶店に行って2週間ぶりに冷完たコ

』ラと水煙草に人心地をとり戻した.短い午睡のあ

と時間が早いので仲間のキャンプに帰ろうというこ

とになった.ガソリン水を補給して帰路も快調に

車は進んだ.灌木地帯も過ぎ最後のオアシスは午後

4時着.ラジエタｰに水を入れ水袋も清して直ぐ出

発.あと2時間だ.砂丘の波を越すあたりから車

の調子がおかしくなりだましだましの運転もついに

エンスト.電気系統が故障で部品がなければ修理不

能だとの運転手の診断.最後のオアシスまで50長m

道は平坦.キャンプまでは22k皿砂丘を5つは越え

校ければならない.キャンプでは今夜は泊ってくる

と言ってあるので明目の夜か明後目の朝でなければ

我々が遭難したことカミわかるまい.時間は午後4時半.

あと陽が暮れるまで2時間半はある.食料はビスケッ

ト1箱リンゴ5コと水袋2つ約10並.砂漠での遭

難時は動かずに助けを待つが鉄則であるがキャンプ

まであと22たmだ.30時間をビスケット5枚で救援を

待つか.歩くか.ルｰト沿いにはすでに800mお

きに標石と高さ1mの旗がたてられているので方向

と距離は間違えることはないだろう.しかし歩き始

めたらキャンプまで行き者かねばならない.もはや目

陰となって日射から守ってくれる何物も鮎'からだ.

砂漠の主ヤｰミの｢7時間歩こう.遅い晩飯がキャ

ンプで食える｣の一言に心は決った.出発前全員

が本目3度目のお祈りをするが筆者は参加しない.す

べての荷物は車に残して出発.夏海岸の砂浜を歩い

て一足ごとに足カミもぐり歩き難くて非常に疲れると

いう経験を大ていの人は持たれていることと思うが.

われわれの前途22kmは全部砂である.進路をあや

まるのを恐れ少々歩き難くとも側線上を真直ぐに歩

く.ベドウィンの歩行術は筆者から見れば神技だ.

彼等は全然砂にもぐらずに歩いて行くではないか.こ

ちらは一見一足砂にすべってあえいでいるのに彼等

は砂の表面の固い所を見分ける術を知っているに他なら

住い.2時間経って陽カミ洗んだ.今夜は17夜.月

の出は午後9時すぎなので2時間は暗やみを歩かねば

ならない.4回目日没のお祈りカミ婚まる.今度は

筆者も参加することにしよう.現金なようだカミアラ

ｰの御慈悲にすがらなければならない.歩き出して2

時間7Lm歩いたことが測点からわかった.まだこ

第14図国家基準点(三角点)日本のパシィフィック航業により設置さ

れた

第15図竜巻き一目中周囲で2～3本の竜巻きが駈け回っている�
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れから100mの高さの砂丘を2つは起さなければならな

い.最後のビスケットを分配し水袋の1つを空にす

る.あと水袋1つがわれわれに残されたすべての物.

たそがれと共に夕風に涼気が増してきた.多分35.

C以下に下ったのだろう.話しも途絶えがちながら

そら

ひたすらに歩く.空気はその暗さを増し天は星の数

をふやし続ける.ここでは星は点で校く面となっ

て輝いている.アラブが天使が悪魔になげる礫と信じ

ている流星がしきりに飛ぶ.もくもくと歩く.やが

て月が行く手に姿を現わした.謡いうとなく腰を下ろ

し休憩.誰もしゃべるものは居ない.水袋も手はつ

けない.勿論全員からからに喉が乾いているが最後

の最後まで我慢し粧ければ.また立ちあがって歩く.

一歩一歩が水と食料に近づくことが心の支えとなって

歩く.時計をみると!0時を廻っている.歩き始め

て6時間.もうそろそろ着かなければならないのに

キャンプの灯りさえ見えない.北の空には北極星南

の空には南十字星が同時に地平低く輝いており方角

を間違えるはずがない.距離があやまっているのか.

全員虚脱感に夢遊病者の如く歩いているが水袋はま

だ健在である･突然先頭を歩いて砂丘の上にあがっ

たベドウィンは｢アラｰアクバル｣(神は偉大だ)と叫

んだ.我々も夢中で這い登るとキャンプの灯りだ.

途端に全員メッカに向ってお祈りを始めた.筆者も勿

論加わってだ.助かった.あと少しで熱い紅茶も

羊のスｰプも食べ放題だ.喜びにあふれて最後の水

袋を廻しのみする.水を得た細胞はみるみる疲労を

とかし去り一路灯りに向って歩き出した.しかし実

はこれからが大変だったのである.夜空の灯りがそ

ん放に遠くから見えるものとは考えられなかった.行

けども行けども灯りは一向に近寄ってはくれない.

目的地が見えたという精神の弛緩と疲労の蓄積に平

坦地を歩いてv'るのか傾斜地を登っているのか区別

がつかなくなってきた.しかし誰か!名がキャンプ

に着ければ直ちに車が迎えにきてくれるのであるから

ドライアップよりは解放されたのだ.灯りが見えてよ

り実に2時間後半死半生のわれわれ一行5名はキャ

ンプの中に倒れこんだのは午前1時に近かった.

5月30日砂の恐怖

砂にあけ砂にくれる目カミもう2ヵ月余過ぎた.毎

日の砂嵐もルｰティンとなってあまり気にはならなく

なったがこの砂の侵入にだけはお手あげである.身

体中は勿論耳の中髪の中鼻の穴何処をさわって

も砂が出てくる.ノｰトを広げてもまず出てくるのは

砂ベッドの中も砂飯の中にも砂がまぎれこみゆっ

くりかまないとガリッとやってしまう.飲みものも例

外ではない.お茶もしばらく置いて砂が沈澱してか

ら飲む.この砂漠に入ってからもうコップｰ杯分位

いの砂を食べたことになろうか.盲腸はもうとってあ

るので心配は狂いが経緯儀計算器などの精密機器の

保守にはいくら神経を使ってもどうにもなら狂い.

6月15日シャロｰラオアシス着

遂に前人未踏の大砂丘をのり越えてシャロｰラに着

いた･おまけに二人が急病でヘリコプタｰでリヤド

に送り返された以外は全員ドライアップもせずに到着

したのだ.此処シャロ]ラはあたかも大砂漠の中の

第16図

砂に侵蝕された測点この点を作った時

は平坦だったが表面にまいた石油のため

浸蝕をまぬがれている埋設後6ヵ月�
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島のよう校白亜紀の砂岩頁岩からなる低い丘陵地帯

で東を限られている.地下1,500mの帯水層より湧き

でる80.Cの化石水の熱湯がつきること校く汲みあげ

られ文字通り湯水の如く使ってシャワｰができること

だ.第二キャンプよりは節水のため身体をふくの

も週一度お祈りの清めの水も一目一回に制限して約2

ヵ月身体は垢のうえに砂がこびりつきこするとまず

砂そして次に垢がボロボロと出てくるという状態がこ

のオアシスでいっきょに解消された.回教徒は他人

に肌を見せることを非常に嫌いシャワｰの時もシャツ

パンツをきたままで行なう.もっとも下着の洗濯もか

ねて一石二鳥かも知れないがしかし5月末よりの砂嵐

はひどい.連日9時より吹きはじまる烈風は一目の休

みも狂いので作業は午前5時より9時までに行ないあ

とはラクダ同様なるべく熱風にあたらぬようにただ

ただ日没の早からんこをと祈ってすごすのみである.

先目も観測点の点検に朝6時より仕事を始めた.午前

9時になり定期の風が吹きつのり出したがキリが悪

くもう30分と頑張っているうち筆者のテトロンの長

袖シャツに飛びくる砂がこすれて発電し足はラバｰシ

ュｰズで絶縁されているので身体全体に蓄電しふれ

るものにはすべて火花をちらす人間コンデンサｰと化

したことが思い出されるたまりかねて観測を止めキ

ャンプヘの帰途行くてにガラスの粉末のようなものが

灼熱の目ざしを反射して光っているのが見えた.誰れ

か自動車を引っくり返レてガラスでも割ったのかと近

よってみると大き抵卵の破片が一面に散っている.

｢駝鳥の卵ですよアボカズ｣とベドウィンは言う.

アラビア半島にも駝鳥が生息していた事を知って大

変驚かされた.ベドウィンの話によれば｢俺のおじい

さんの頃は雨は年に4･5回は降るし草も生え駝

鳥も鹿も捕り放題だったオヤジさんの頃より雨が降ら

校く校りまた車が砂漠に浸入してきて鹿も駝鳥もた

ちまち追いつかれて殺されてしまうように放り命じや

駝島は絶滅し鹿もほとんど見ることはない.昔はよ

かった｣.自然と人間の協同作業による環境の激変が

もたらす生物形態の荒廃は日本のみでなくWor1d

wide放のか.前述のUbarの都の伝説も3000年の音

はこのノレブアノレノ･リ砂漠は豊かな草と穏やかな気候に

恵まれていたことを示しているのか.現実は無機の世

界に近い砂嵐があれ狂う地獄の砂漠の光景が展開して

いるのに.風もおさまった天幕の外でヤ』ミの10名は

2つに分かれ手拍子足拍子で即興の歌を満天の星の下

で唄っている.｢ルブアルハリの砂もヤｰミが居れ

ばシャロｰラまでは一走り……｣

6月21日砂漠の｢海賊｣との出会い

予定の測点2000点の設置も終りついにリヤドヘの

帰りの旅も始まった.リヤドに家族の待つアラブも

家族のいない筆者もこみあげるうれしさに足どりも軽

い.実は一昨目9目出発前夜に帰路についてわれ

われの来た道を戻るかダハム族の領域を通るかで少

々論争カミあった･タノ･ム領は少々遠くはなるが大砂

丘の数ははるかに少ない.

ここで“ダハム"について説明が必要のようである.

この空白地帯は従来はその名のようにまったく忘れら

れた地帯としてサウジ南イエメン両国間で国境を定

めようとしなかった.しかし近年その必要に迫まら

れてから両国に主張の大き液相違が見られ交渉はほ

調査地(ルブアルハり)の地内最低気沮(一一･部推.汁)
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第17図砂嵐に掘られた天幕毎日埋め枚いと天幕がかしいで倒れて

しまう

第18図�



一39一

ば決裂状態で現在に至っている.タノ･ム族はその国

境地枯に住む2万とも5万とも言われる部族でその昔

勇敢信仰武力掠奪が4つの徳として尊敬されてい

た頃のベドウィンの血をいまも濃厚に伝えておりその

うえサウジ南イエメン両国とも国境紛争にからんで

自国の味方に引き入れようとして少々のことに寛大なの

につけこみ今も狂お領域内を通行するキャラバンを

襲うので(通行税とも考えられる)ルブアノレハリを通る

キャラバンにはダハムの名は禁句である｡われわれ

が4月初もにナシエランで雇い入れたヤｰミ族10数名は

天幕でも仕事に行く時でも常に弾帯ライプノレ刀

を手放さず筆者を不思議がらせたが現実にダハムを

恐れてつねに武装を解かないという事がわかった･帰

路をどうとるかでわれわれリヤドよりの40名は南廻り

タノ･ム領域の平坦ルｰトを主張しヤｰミは砂丘ルｰト

を主張したのは当然のこと.40名の多数決でタノ･ム廻

りになったのもこれも当然の理.それに最高のガ

イドヤｰミのマサウドの妻がタノ･ムの出であるので

万一出会っても話がつくであろうし第一ダハムもサ

ウジ政府の大キャラバンを襲うはずがなかろうという計

算をしたのであった.万一襲われたとしてもわれ

われにはライプノレ12丁ピストル4丁があるe†cとい

う楽観論が主体を占めそれに南廻りだと一目早く帰れ

るという魅力には話もかなわなかった.昨日はシャロ

ｰラを出て100キロ.野宿何事もなかった.我々

のノレｰトにくらべるとダハムノレｰトは何と走り良いこ

とか.大型車のスタックも1回しかなかった.午前

4時起床5時に出発.朝の涼しいうちに稼いでおか

ないと目中の熱風にラジエタｰは煮えくりかえって

30分母に冷さねぱなら狂いから.午前9時ジ]プの

助手席でコックリコックリやっていた筆者は突然の停

車とともに突きとぱされた.｢ダハムだ｣叫びながら

脇にいたヤｰミは大あわてでライプノレに弾帯より弾丸

をこめ出した.｢何処に何処だ｣半分ねぼけた筆者

に指さす運転手の方向をみるとはるか1.5キロ先に赤

い中型トラックが侍っている.我がキャラバンは全員

停止し銃をもっているものはいっせいにライフルに弾

をつめ安全装置をはずして抗しけの姿勢になった震え

ている者もいる.筆者の16倍の双眼鏡に写るのは車

上に3人の人影のみである.まったく人間の住んでい

ない所なので車影をみれほダハムの待ち伏せとしか

考えられない.｢おいあわてるなダハムは3～4名

しか見え桂いぞ.こちらはライプノレだけでも12丁.

向うが先に逃げだすよ.しきりにこちらを双眼鏡で見

ているから｣の筆者の言葉にもガイドのマサウドは黙

って双眼鏡を離さない.｢よし.話し合いをしてこ

よう｣.マサウドと副隊長のアブダッラヤｰミ1人

の3人は全員安全装置をはずしたままのライフルを持

ちジｰプに乗り込んだ.走り出す前にまずライトの

点滅をしている.ダハムに軍使乗り込みの合図である･

みるみる遠ざかる車に残りの47人は固唾をのんで見送

っている.向うもこちらに走り出した.約1k皿離

れた所で両方が停車した.双眼鏡に両者が車から下り

るのがうつるが握手はしない.長い謡し合いが続いて

いる.和議がととのわず人質にされてしまうか･

およそ20分も経った頃わカミ方のジｰプカミ向きを変えて

ライトの点滅を始めた.一同どっと歓声.話し合い

カミっいたのだ.一勢に車に乗り込み講和の場に突進

するがヤｰミたちは引金から指を離さ荏い･さもあり

なん.彼等どうしはまだ血で血を洗う抗争を現在も

続けているのである.ダハムの中型トラックを取り囲

む形でわれわれの12台は停車した･彼等の車は赤塗

第19図ラクダの乳をしぼる淡白泳味だがゴミが混っているの

が玉にキズ

第20図タノ･ム現わるに急いで弾丸をこめるヤｰミのベドウィン�
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りのフォｰド.荷台はなく運転席の屋根に重機関銃

の脚をロｰプで固定し鋭い目のダハムが未だ引金に指

をかけて銃口はこちらを向いている.サラ｣マアリコ

ム(最初の挨拶合目はの意)と始めて握手を始めた.

タノ･ムは50年配のボスと30台2人重機関銃を構えて

いるのは10台の若者だ.またまた長い話し合い.問

題はヤｰミ族が最近しきりに羊を盗まれる話しをつけ

ているらしい.ダハムもわれわれの人数が多いことと

サウジ政府の車であとのたたりを恐れたらしく危害

もしくは掠奪はあきらめたようだ.ついに最後のネゴ

シエｰションも終ったのか突然キッスを始めた.マ

サウドがやって来て｢運がよかった.妻の一族を知

っている者カ掘た.しかし彼等にプレゼントをし放け

ればならない.一番良いのは金(かね)だが食物と

ガソリンをやってくれ｣どうしてだろう.われわれ

は圧倒的多数だし現にとり囲んでいるのはわれわれの

方だ.こちらの意志でやるのならともかく貢物とし

て差し出すことはないだろうの疑問も次の瞬間に氷解

した.ダハムの白ひげのボスはやおらライフルを空

に向けると2発実弾を連射した.とたんに皆の顔色

が再び変った.傍らの砂丘の陰より重機を積んだ3

台のトラックカミ現われたではないか.我がガソリン車

よりダハムのドラム缶にガソリンがどんどん移される.

コックは50kgの米袋を向うのトラックに乗せる.も

ちろん礼は言わ狂い.筆者も白ひげのボスに少ないが

と200リアル(16,000円)渡す.ボスはその時だけ

ニヤリと笑い早口で何か言った.｢あんた等は幸運

だよ.マサウドが居なければこの3倍はもらわ粧け

れば.でもわれわれは決して2重取りはしない.こ

れから先はダハムに会うことはないだろう.安心して

行ってくれ｣.事実ダハム領域であと2目通行したが

まったく影を見荏かった.恐るべき通信網でわれわ

れがシャロｰラを出た時からその行動規模は知られ

ていて待ち伏せされていたのであろう.彼らと別れた

その目の野営地でマサウドの日く｢アボカズ.あ

んたはことによったら人質で連れていかれたかも知れな

かったんだよ.一番金になりそうだからね.その割

りに平気な顔をしていたね｣.冗談じゃない.知らぬ

が仏とはこの事.しかしもし筆者が人質にでもさら

われたら果して日本政府は要求額を払ってくれるかた.

退職金相当までなら良いなんて言うのではないだろう

かと心配になって来たのは事実である.

最後の最後まで砂漠のスリルを味わせてくれたルブ

アルハリも2目目にはナジェラン1週間後にはリア

ドだ.まず冷いコｰラを半ダｰスｰ気にのみアイス

クリｰムを食ベオレンジを6個は平らげ恋ければ.

そのあとゆっくりとシャワｰを浴びれば3回目位い

からは石けんの泡も白く抵るだろう.夢は刻一刻と

現実に近よっている.ヤｰミ違が唄いだした.｢ル

ブアリハリの砂もヤ』ミが居ればシャロ]ラまでは

一走り｣

あとがき

砂漠に舗装道路を通して果してその維持管理ができ

るであろうか.Mo曲gSand地帯の砂にたちまち

呑みこまれてしまうのではないかは誰しも抱く疑問であ

ろう.答えは｢可能｣である.砂丘地帯を通過する

道路の建設保守には特別の手段配慮が必要となる.

リヤドの西郊100良mの所で東海岸ハサ油田に向う幹

線道路がダフメ珍漢を30km幅にわたって通過している.

最初の道路建設は1960年に行なわれた.当時はサウジ

政府の財政問題建設技術の経験不足恋どよりできあ

がった車線道路は5年も経たずに凸凹になってしまった.

1971年より旧道に平行して新しい4車線の建設が始まり

筆者は大変興味深くその建設を見学する機会を得た.

初めに予定線上をブルドｰザｰで深さ2㎜の溝を掘り

割栗石土の混合物で地表より1m盛り土をしロｰラ

ｰで固めた上にアスファルトを30cmの厚さに流して

舗装している.道路の保守は砂の埋没よりの防護が主

である.サウジでは最も安く最も取り扱い便利杜原

油クノレｰドオイノレがふんだんに使われている.道路に

直角方向に幅3m長さ50㎜の原油の帯を200狐間隔に

つけることにより4～5年は飛砂を防ぐことができる

(第10図).道路わきの危険な砂山は全体を原油で

覆いなお且つ危険個所は高さ2～3mの石の防壁(砂よ

け)が使われることも稀に見うけられる.もちろん

これらの方法でも完壁ということでは匁く人間の清掃

班も必要である.

砂嵐の際飛砂が道路の上を流れる水の如く走って行

くのを見うけるが大でいはそのまま吹きとばされて

風の収まったあとは縛麗になっているのが常であるが

道路上に小石でもあるとそれが核と放って砂のたまり

場となり高速運転中はきわめて危険な存在となるため

不断の巡廻が必要である.

(筆者は海外地質調査協力室)
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